
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 第１７６２回  ２０２１年１２月２日（木）≪週報≫ 

 
                             秦野名水ロータリークラブ 

                               秦野商工会議所１２：３０ 

                                                                                                                                            

１．点  鐘 

２．合  唱 国歌「君が代」,「奉仕の理想」,ロータリーの目的 

３．お客様の紹介 

   ・秦野中ＲＣ会長 内藤房
ナイトウフサ

薫
カズ

 様 

   ・秦野中ＲＣ幹事 小巻
コ マ キ

慎
シン

吾
ゴ

 様 

   ・秦野中ＲＣ   蒲山
カバヤマ

哲司
サ ト シ

 様 

   ・秦野中ＲＣ     鈴木
ス ズ キ

芳
ヨシ

恵
エ

 様 

   ・小田原ＲＣ   矢端
ヤ バ タ

雅子
マ サ コ

 様（ZOOM参加） 

４．会長の時間 

             〇一昨日、未明にかけて土砂降りの雨、雷もなり目が覚めま

した。今日は好天気と晴れ晴れとした気持ちで日々を迎え

られるという事はありがたいことと思います。 

             〇先週１１月２５日に、２年越しの研修会・歓送迎会に久し 

              ぶりに皆さんお集まり頂きました。ロータリーの親睦を深 

              めるという事はこの様な集まりをしなければいけないな 

              とつくづく思いました。コロナがこのまま落ち着いて頂き 

   このような行事がしっかりと出来れば、いいなと思っております。 

  〇コロナですが、変異ウイル、オミクロン株国内でも２例確認が出来たという事を 

   ニュースで知らされております。全世界ですと２７か国で確認されています。水際 

   での対策で入り込ませない様にして頂きたいと思います。例会も対面でおこなって 

   おりますので、引き続き感染予防には十分に注意をして実行して行きたいと 

思っております。マスク着用、換気、検温、手指の消毒、今後も皆様のご協力を 

お願い致します。 

   〇１２月１１日から１２月２０日迄交通安全運動を実施するそうです。一時停止を 

強化するそうですので、日々の運転十分に注意して頂きたいと思います。 

   〇運が開ける名経営者のすごい言葉 気迫みなぎる挑戦の言葉編 第 7弾 

    ・イケア創業者 イングヴァ―ル・プラード（ネガティブな行動が、報われる 
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奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 



     ことは決してない） 

    ・価格競争の泥沼から抜け出すには価格競争力以外が必要 

      １７歳の青年イングヴァ―ル・カンプラードがスウエーデンに雑貨通信販売店 

     イケアを創業した（現本社はオランダ）のは 1943年でだ。社名は自分の名前の 

     頭文字ＩとK 、両親が住むエルムタリッド農場の E、居住区アグナリッド村の A 

     から取った。 

      やがてイケアは家具を扱うようになり、53年には展示場をオープンする。通販 

     と展示場の組み合わせは革命的だったが、この挑戦にはイケアの存亡が懸かって 

     いた。 

      家具の通販でものを言うのは価格だ。イケアは他社との値下げ競争に巻き込ま 

     れ、品質を犠牲にした安売りに走った。お客様の苦情が殺到し、信頼を取り戻す 

     ためにカンプラードが打った手が展示場の開設だった。お客様は、出された 

     クッキーとコーヒーを楽しみながら品質を確かめられる。 

      こうしてイケアは危機を脱出し、カタログ発行部数は 50年代半ばに 50万部を 

     突破した。ところが、今年度は家具メーカーがイケアの低価格戦略に反発、取引 

     を中止してしまう。商品の家具が入手できなくなってしまったのだ。 

      またも瀬戸際に立たされたカンプラードは、ポーランドと取引を開始する。 

     イケアは圧倒的な価格優位性を獲得した。 

    ・「相手がこう出たから」でなく「お客様のためになるか」考える。 

      元々、欧州には優れたデザインの家具が多かった。しかし、一般家庭には、 

     手に届かない価格帯だった。カンプラードは、「いくらデザインが最高でも、 

     人々がそれを買えなければ何にもならない」と考え「値段を下げるためにはどん 

     な苦労もいとうな」を信条にした。それがイケアの挑戦の原動力だった。 

      危機は何度もあったが、「危機が活力を生んだんだ。そのために常に新しい 

     解決を見出すことができた。」とカンプラードは振り返っている。 

      イケアの特徴の 1つに「家具のセルフサービスシステム」がある。お客様が 

     自分で家具を店の棚から家に運び、自分で組み立てるのだ。これも、どうすれば 

     もっと安くできるかという追求から生まれたものだ。 

      カンプラードは競争相手から、価格競争や取引中止などのネガティブな戦い 

     を何度か挑まれた。だが、同じ土俵で戦い続けるのではなく、違う土俵を 

     つくることで戦いに勝った。 

      お客様に良質で安い家具を提供するには何が必要かを常に考え、建設的な戦い 

     方をした。それがイケアを世界有数のブランドへと育て上げることになった。 

    ※リーダース・アドバイス 

     ビジネスでは時にネガティブな戦いを挑まれることもある。それに対しては 

     「相手に勝つために」ではなく、「お客様のために」という建設的な発想で戦う 

     のが正しい。カンプラードは「ネガティブな行動が報われることは決してない」 

     と言っている。 

５．幹事報告 

【ガバナー事務所より】 

 今月のロータリーレート：１＄＝１１４円 

①【開催についてのご連絡：クラブフューチャービジョンセミナー 

（12月 4日開催）  

【受付文書】 

 ①中学生英語スピーチコンテスト記念誌へのご寄稿について（依頼） 

 ②親子川柳大会の御礼状 

 ③令和 3年度丹沢大山大山クリーンピア 21クリーンキャンペーンの中止について 

 ④はだのっ子アワード事業への協賛について（お願い） 

【例会変更】⇒無し 

   【本日の配布物】 



    ・フィリピン・アフリカを助ける会だより 

６．記念日  

    ・会社創業記念日  

    ・入 会 記 念 日 古谷さん（12/5） 

    ・御結婚記念日  

    ・御誕生記念日（会 員） 

            （配偶者） 

７．米山寄付表彰 

    ・第１回米山功労者 原恵美子さん 

    ・第２回米山功労者 北村まり子さん 

              山本裕宣さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．スマイル報告 

  〇内藤房薫様（会長他 3名・秦野中 RC）「お世話になっております。 

   本日は来年 １月２１日に行います３クラブ合同新年会のキャラバンで訪問 

   致しました。多くの方の参加をお待ちしております。」 

  〇矢端雅子様（小田原ＲＣ）「先日は、ありがとうございました。とても楽しく参加 

   させていただきました。」 

  〇鈴木和夫さん「秦野中ＲＣ、内藤会長、小巻幹事、蒲山様、鈴木様本日はようこそ

おいで下さ いました。宜しくお願い致します。年明け３Ⅽ合同新年会、お世話に

なります。」 

  〇山谷洋子さん「秦野中ＲＣ会長 内藤房薫様、幹事小巻慎吾様、蒲山哲司様 

   鈴木芳恵様、本日はどうぞよろしくお願い致します。」 

  〇北村まり子さん「秦野中ＲＣ会長内藤様、幹事小巻様、そして、鈴木様、蒲山様 

   今日はよろしくお願い致します。」 

  〇古谷スミ子さん「入会より２２年を迎えました。家族としての参加から会員として 

   の参加に代わり何と永い時をすごした事か。あまり成長していない事を反省しつつ 

   毎日をすごしています。」 

  〇酒井健一さん「ますますウイルスが多くなっています。皆様負けない様に胃の中を 

   消毒しましょう。」 

  〇大屋富茂さん「三クラブ合同新年会のキャラバンに秦野中ＲＣより、会長以下４名 

   の皆様が来訪されました。よろしくお願い致します。」 

  〇桐山晃忠さん「いよいよ寒くなってきました。風邪をひかない様に注意しましょ

う。」 

  〇原恵美子さん「すばらしい晴天にスマイルします。」 

  〇原郁夫さん「先週の歓送迎会、ご苦労様でした。又二次会には、会長、大変 

   ごちそう様でした。」 

  〇東島礼美さん「皆様、今日はお会いできて幸せです。スマイル致します。」 

  〇福原美千加さん「先日は、新入会員研修ならびに歓迎会ありがとうございました。 

   お役に立てますよう会の事業に励みたいと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。」 

  〇諸星道治さん「１１月２５日の歓送迎会お疲れ様でした。懇親会久々に楽しかった

です。鈴木会長二次会ご馳走様でした。財布大丈夫ですか、矢端さんズーム参加 



   ありがとうございます。」            合計７０，０００円 

９．出席報告 

  〇会員数 １６名、会員義務 １６名、出席数 １３名、出席率 ８１．２５％ 

10．地区委員会報告 

  〇ロータリー奉仕デー 古谷実行委員長  

    ロータリー奉仕デーの概要が決まってまいりました。名水 RCこれだけの人数 

   ですので、大勢の人を集めることが出来ません。そこで秦野・伊勢原のロータリア 

   ンが力を合わせてロータリー奉仕デーに邁進できればと思っております。 

   実施日 令和４年３月６日（日）午後 １時開会 

   場 所 クワーズテック秦野カルチャーホール 

   人 数  ソーシャルディスタンスを取らなくてはいけないという事で、1500ある 

        席ですが、７００名程度になります。 

   講 演  前横浜市長 林文子さん（チャレンジこそが成長の糧、仕事を通じて豊

かな人生を） 

11．委員会及びその他の報告 

  〇親睦委員会 原郁夫委員長 

   先週の歓送迎会、大勢の方に参加して頂きありがとうございました。 

   会計報告をいたします。 

収入の部                 支出の部 

会費 ６５，０００ チャイナガーデン支払 ９５，０００ 

ご祝儀 ５０，０００ 親睦委員会へ ２０，０００ 

合計 １１５，０００ 合計 １１５，０００ 

※差額は親睦委員会の予算に入れます。 

 

  〇社会奉仕委員会 東島委員長 

   秦野市長より、当クラブ寄付事業に対して、 

   感謝状が届いております。 

  〇青少年奉仕委員会 原恵美子委員長 

   ４保育園に絵本を贈呈の件 

   次週９日の例会後、若木保育園に絵本の贈呈 

   に行きます。多くの方の参加をお願いします。 

  〇秦野中 RC会長他３名より、ご案内があります。 

                ・秦野 3クラブ合同新年会ですが、ここ 1・２年 

                 出来ませんでしたが、以前の合同新年会では、 

                 出席率が良くなかったようです。コロナも 

                 だいぶ終息しておりますので、実施できると 

                 確信しております。出席率を上げるために、 

                 皆様に華やかな物をご覧いただくために、計画 

                 致しました。 

12．卓話 原恵美子さん 

  〇ＲＣに入会した時に、酒井さんから、今頃なぜ 

   ロータリーに入ったのよと言われました。印象的 

   でした。人それぞれ入る時期があると思いますが、 

   その時に両親を看取って 3回忌が過ぎて、そろそろ 

   自分も奉仕の方に行っても良いかなと感じていました。 

   何十年か前にソロプチミストに入会しましたが、2年 

   余りで退会しました。時期が早かったのか、中高生 

   の子供を抱えておりましたので、皆さんと足並みをそろえることが出来なくて、 

   退会しました。 

  〇友好クラブ古河東ＲＣの中にご夫妻で入っている方が 4 名位いらっしゃいました。 



   仕事上でも 2人で休んでしまえば、その日の段取りがつくので、入会させて頂きま 

   した。 

  〇ひと様のためになれる事は、身近にもある。寄付をしたではなくてさせて頂けた 

   自分がとても幸せでした。その気持ちは今でも変わりません。両親と叔母の介護が

目に見えておりましたので、ヘルパーの資格を取りました。とても役に立ちました。 

  〇善光寺に写経に通っていた時に、児童養護施設三帰寮を紹介され、両親の残ったも

のを寄付いたしました。ちょうど建物を建て替える時で、立ち上がった時に招待状 

   が来て行きました。物の寄付をしても、子どもとの接点がないと思い、高校 3年生 

   を対象にテーブルマナーをしたらと思い、提案させて頂きました。次の年には、小

学生を交えランチを実行いたしました。次の年は、サクランボ狩りに招待しました。 

   自分が生きていくために何が出来るだろう、人様のために何が出来るだろう、その

様なことを常に思いながらにやっている状態です。 

  〇臨死体験をしているようで、話ましたらそれは臨死体験だと言われました。大病を

したときに、川があって白とか黒とかとてもきれいな石がいっぱい敷き詰めらてい

て、半分白い剣を握っていて、水の中にもう半分の白い剣があって自分がその剣を

取らないと、本堂の中に入れないと思っているんです。本堂の中に何千人もの人が

手を合わせている。自分もその中に入っていかなければいけないが、剣が半分しか

ない剣を取ろうとするとすると、持っている剣が落ちてしまいを繰り返している時

に水の中足を入れたら石も水もなくなっていた。剣が半分しかないが本堂に入りた

いというと、帰られた方がいいですよと言われ、戻った。振り向いて 4歩目で目が

覚めた時には、体中あちこちに医療機器が付いていた。3 日間が峠だと医者に言わ

れたとのことでした。 

13．点  鐘 


